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公
共
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
に
つ
い
て

遠

藤

博

也

序

説

岐
阜
地
裁
昭
和
五
五
年
二
月
二
五
日
判
決
(
判
例
時
報
九
六
六
号
二
二
頁
〉
は
、
徳
山
ダ
ム
建
設
に
よ
る
水
没
予
定
地
区
の
住
民
か

ら
、
環
境
権
、
人
格
権
、
財
産
権
の
侵
害
に
よ
り
回
復
し
が
た
い
損
害
を
被
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
提
起
さ
れ
た
水
資
源
開
発
公
団
を

相
手
方
と
す
る
無
名
抗
告
訴
訟
と
し
て
の
ダ
ム
建
設
差
止
請
求
訴
訟
を
取
扱
っ
て
い
る
。
原
告
主
張
の
重
点
は
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置

法
八
条
に
い
う
生
活
再
建
措
置
は
、
憲
法
二
九
条
に
規
定
す
る
「
補
償
」
に
あ
た
る
か
ら
、
こ
れ
を
怠
る
こ
と
は
憲
法
二
九
条
に
違
反
す
る

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
違
法
事
由
で
あ
る
と
と
も
に
、
請
求
を
根
拠
づ
け
る
事
由
の
一
つ
で
あ
る
財
産
権
の
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
に
関
す
る
判
決
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ダ
ム
建
設
に
伴
い
生
活
の
基
礎
を
失
う
こ
と
と
な
る
者
に
つ
い
て
の
補
償
も
公
共
用
地
の
取
得
に
伴
う
一
般
の
損
失
補
償
の
場
合
と
異

な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
財
産
権
の
保
障
に
由
来
す
る
財
産
的
損
失
に
対
す
る
補
償
、
す
な
わ
ち
そ
の
基
本
は
金
銭
補
償
で
あ
り
、
本
来
こ
れ
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説

を
も
っ
て
右
に
い
う
合
理
的
な
補
償
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
か
っ
、
こ
れ
を
も
っ
て
足
り
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
の
み
で
は
、
財
産
権
上
の
損
失

論

以
外
の
社
会
的
摩
擦
、
生
活
上
の
不
安
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
前
記
水
特
法
(
「
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
」

規
定
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
緩
和
な
い
し
軽
減
す
る
配
慮
に
出
て
、
財
産
上
の
損
失
、
補
償
と
は
別
に
と
く
に
水
特
法
八
条
に
お
い
て
、
生
活

の
略
称
、
遠
藤
注
)

再
建
措
置
の
あ
っ
せ
ん
規
定
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
右
規
定
は
関
係
住
民
の
福
祉
の
た
め
、
補
償
と
は
別
個
に
、
こ
れ
を
補
完

す
る
意
味
に
お
い
て
採
ら
れ
る
行
政
措
置
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
よ

こ
の
よ
う
に
し
て
、
生
活
再
建
措
置
の
僻
怠
に
よ
る
損
害
は
、
憲
法
二
九
条
違
反
に
よ
る
損
害
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
差
止
請
求

の
根
拠
と
は
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
五
年
法
律
三
四
号
な
ら
び
に
三
五
号
に
よ
る
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
っ
て
「
地
区
計
画
等
」
に
関
す
る
都
市
計
画
と
い
う

新
顔
の
都
市
計
画
が
登
場
し
た
。
「
地
区
計
画
等
」
と
は
、
「
地
区
計
画
」
と
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
(
昭
五
五
法
三

回
。
以
下
「
沿
道
整
備
法
」
と
略
称
)
九
条
一
項
に
よ
る
「
沿
道
整
備
計
画
」
と
を
い
う
(
都
計
四
条
九
項
、

「
沿
道
整
備
計
画
」
は
、
都
市
計
画
区
域
(
市
街
化
区
域
外
で
は
政
令
で
定
め
る
地
域
)
内
に
お
い
て
「
沿
道
整
備
道
路
」
に
接
続
す
る

一
二
条
の
四
第
一
項
)
。

一
体
的
か
つ
総
合

的
に
市
街
地
を
整
備
す
る
こ
と
が
適
切
と
み
と
め
ら
れ
る
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
(
沿
道
整
備
法
九
条
一

項
)
。
「
沿
道
整
備
道
路
」
は
、
幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る
道
路
の
う
ち
、
自
動
車
交
通
量
、
自
動
車
交
通
騒
音
が
政
令
で
定
め
る
基
準
を
超

土
地
の
区
域
で
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

ぇ
、
隣
接
地
域
に
相
当
数
の
住
居
等
が
集
合
し
、
ま
た
は
、
超
え
る
こ
と
集
合
す
る
こ
と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ど
の
要
件

を
み
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
道
路
お
よ
び
関
連
道
路
の
整
備
の
見
通
し
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
な
お
、
交
通
騒
音
障
害
防
止
と
適
正
か

っ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
と
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
都
道
府
県
知
事
が
区
聞
を
定
め
て
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
(
同
五
条
一
項
二
項
)
。

の
諸
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ま
た
、
「
沿
道
整
備
計
画
の
内
容
」
は
、
種
類
、
名
称
、
位
置
、
区
域
等
の
ほ
か
(
都
計
一
二
条
の
四
第
二
項
〉
、
次
の
事
項
の
う
ち
当
該

地
域
の
特
性
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
る
(
沿
道
整
備
法
九
条
二
項
)
。

①
建
築
物
の
沿
道
整
備
道
路
と
面
す
る
部
分
の
長
さ
の
敷
地
の
沿
道
整
備
道
路
に
接
す
る
部
分
の
長
さ
に
対
す
る
割
合
(
い
わ
ば
「
建
築

物
の
接
道
割
合
」
)
の
最
低
限
度
、
建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
、
建
築
物
の
構
造
に
関
す
る
騒
音
上
ま
た
は
遮
音
上
必
要
な
制
限
、

の
位
置
の
制
限
、
建
築
物
の
容
積
率
の
最
低
限
度
、
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
、
そ
の
他
建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の

②
緑
地
そ
の
他
緩
衝
空
地
、
道
路
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
施
設
(
都
市
計
画
施
設
を
の
ぞ
く
〉
の
配
置
お
よ
び
規
模

③
前
二
号
の
ほ
か
、
土
地
利
用
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
沿
道
整
備
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の

さ
ら
に
、
「
沿
道
整
備
計
画
」
が
定
め
ら
れ
る
と
、

(1) 

区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
建
築
物
の
建
築
等
の
届
出
制
が
と
ら
れ
、
届
出
に
か
か
る
行
為
に
関
し
て
、
計
画
に

適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
市
町
村
長
が
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
一

O
条
一
項
二
項
三
項
本
文
)
。

公共施設周辺地域整備法について

(3) (2) 

開
発
許
可
の
一
般
的
基
準
の
中
に
計
画
適
合
性
が
と
り
い
れ
ら
れ
た
(
都
計
三
三
条
一
項
五
号
)
。

沿
道
整
備
計
画
の
内
容
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
市
町
村
条
例
で
と
り
あ
げ
て
建
築
規
制
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
(
建
基

六
八
条
ノ
一
一
)
。

そ
の
反
面
、
市
町
村
が
計
画
実
施
の
必
要
上
区
域
内
の
土
地
を
買
入
れ
る
場
合
の
国
の
資
金
の
貸
付
け
(
沿
道
整
備
法
一
一
条
)
の
ほ

か
、
区
域
内
に
お
け
る
遮
音
機
能
を
も
っ
た
緩
衝
建
築
物
の
建
築
に
対
す
る
道
路
管
理
者
に
よ
る
建
築
物
建
築
お
よ
び
敷
地
整
備
費
用
の
-

部
負
担
(
同
一
二
条
)
、
上
記
の
市
町
村
条
例
に
よ
る
防
音
構
造
に
関
す
る
制
限
が
定
め
ら
れ
た
際
の
既
存
建
築
物
の
防
音
工
事
に
関
す
る

道
路
管
理
者
に
よ
る
助
成
、
促
進
措
置
(
同
一
三
条
)
、
上
記
の
計
画
適
合
勧
告
を
し
た
と
き
、
土
地
に
関
す
る
権
利
の
処
分
の
あ
っ
せ
ん

等
の
措
置
を
講
ず
る
市
町
村
長
の
努
力
義
務
(
都
計
五
八
条
の
二
第
四
項
〉
に
関
す
る
規
定
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。

壁
面

北法31(3-4・E・235)1621



説

も
う
一
つ
昭
和
五
五
年
の
法
改
正
に
よ
り
新
し
い
都
市
計
画
と
し
て
加
わ
っ
た
も
の
に
地
域
地
区
の
新
顔
と
し
て
の
明
日
香
村
に
お

け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
(
昭
五
五
法
六

O
。
以
下
「
明
日
香
村
特
別
措
置
法
」
と
略

称
)
三
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
ま
た
は
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
が
あ
る
(
都
計
八
条
一
項
一
一
号
)
。

明
日
香
村
特
別
措
置
法
に
は
、
そ
の
名
称
の
示
す
と
お
り
、
「
歴
史
的
風
土
の
保
存
」
と
「
生
活
環
境
の
整
備
等
」
と
い
う
二
つ
の
内
容
が

ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

論

前
者
の
「
歴
史
的
風
土
の
保
存
」
に
関
す
る
内
容
と
し
て
は
、
「
明
日
香
村
歴
史
的
風
土
保
存
計
画
」
(
明
日
香
村
特
別
措
置
法
ニ
条
〉
、

「
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
」
お
よ
び
「
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
」
に
関
す
る
都
市
計
画
(
同
三
条
)
に
か
か
わ
る
規
定
が
も

法う
とけ
し ら
てれ
のて
性い
格る
を。

も と
つの
も部
の分
では
あ古
る都

J お
古け
凶る
香歴
村

史
歴的
史 風
的 土
周

の
土

保
保

存
互に
U 関
巴す

は義
古別

措
都居

室霊
法(

YA 五 下
条

ー「

主主
の;百

害器
人法
的」
風 レ

夜長
存巴;
計 m

画特
と別

し
て
、
明
日
香
村
の
区
域
の
全
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
と
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地

区
と
の
区
別
に
関
す
る
事
項
、
こ
れ
ら
両
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
規
制
に
関
す
る
事
項
、
そ
の
他
、
土
地
利
用
、
施
設
整
備
、
土
地
買
入

れ
等
に
関
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
。
ま
た
、
「
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
」
と
「
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
」
は
、
古
都
保
存

法
七
条
の
ニ
後
段
の
特
別
保
存
地
区
と
さ
れ
、
同
法
に
よ
る
規
制
手
続
等
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
「
現
状
の
変
更

を
厳
に
抑
制
し
、
そ
の
状
態
に
お
い
て
歴
史
的
風
土
の
維
持
保
存
を
図
る
べ
き
地
域
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
著
し
い
現
状
の
変
更
を
抑
制

し
、
歴
史
的
風
土
の
維
持
保
存
を
図
る
べ
き
地
域
」
で
あ
っ
て
、
第
一
種
と
第
二
種
と
で
土
地
利
用
規
制
の
強
弱
を
異
に
し
て
い
る
。
明
日

香
村
の
区
域
は
区
分
さ
れ
て
必
ず
こ
れ
ら
の
地
区
の
い
ず
れ
か
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

明
日
香
村
特
別
措
置
法
の
「
生
活
環
境
の
整
備
等
」
に
関
す
る
内
容
と
し
て
は
、

「
明
日
香
村
整
備
基
本
方
針
」

に
も
と
づ
く
「
明
日
香

村
整
備
計
画
」
(
明
日
香
村
特
別
措
置
法
四
条
)
、
こ
の
計
画
に
関
す
る
国
の
「
特
別
の
助
成
」
(
同
五
条
〉
、
「
地
方
債
に
つ
い
て
の
特
別
の

北法31(3-4・II.236) 1622 



配
慮
」
(
同
六
条
)
、
「
財
政
上
及
び
技
術
上
の
配
慮
」
(
同
七
条
)
、
明
日
香
村
整
備
基
金
に
対
す
る

「
明
日
香
村
整
備
計
画
」
は
、
右
の
基
本
方
針
に
も
と
と
つ
い
て
奈
良
県
知
事
が
定
め
た
明
日
香
村
に
お
け
る
生
活
環
境
お
よ
び
産
業
基
盤
の

整
備
等
に
関
す
る
計
画
で
あ
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
道
路
、
河
川
、
下
水
道
、
都
市
公
園
、
住
宅
、
教
育

施
設
、
厚
生
施
設
、
消
防
施
設
、
農
地
・
農
業
用
施
設
・
林
業
用
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
の
ほ
か
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
事
項
、
そ

の
他
地
域
振
興
に
関
す
る
事
項
で
特
に
必
要
と
み
と
め
ら
れ
る
も
の
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
こ
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
明
日
香
村
が
行
う
事

業
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
右
に
あ
げ
る
よ
う
な
手
厚
い
助
成
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「
資
金
の
補
助
」
(
同
八
条
)
が
あ
る
。

以
上
、
近
時
の
判
例
、
立
法
に
み
ら
れ
る
整
備
計
画
と
こ
れ
に
関
す
る
行
政
措
置
は
、
単
に
住
民
対
策
的
に
行
わ
れ
て
い
る
文
字
通

り
「
単
な
る
行
政
措
置
」
に
す
ぎ
な
い
か
に
み
え
る
。
ま
た
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
、
沿
道
整
備
法
、
明
日
香
村
特
別
措
置
法
は
、

そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
必
要
に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
「
特
別
措
置
法
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
共
通
に
論
ず
べ
き
も
の
を
も
た
な
い
か

四
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
法
律
に
も
と
づ
く
整
備
制
度
に
は
、
相
違
点
と
と
も
に
、
相
当
程
度
に
明
ら
か
な
共
通
点
も
見
い

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
浮
び
ょ
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
は

公共施設周辺地域整備法について

相
互
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

な
く
、
す
で
に
相
当
数
存
在
し
て
い
る
類
似
制
度
に
性
格
づ
け
を
与
え
、
将
来
の
方
向
づ
け
を
与
え
る
手
懸
り
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

る。
本
稿
で
は
、
す
で
に
立
法
上
の
制
度
化
を
み
て
い
る
次
の
法
律
に
も
と
づ
く
整
備
制
度
を
と
り
あ
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
昭
和
国
一
年
防
衛
施
設
周
辺
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
、
②
四
二
年
公
共
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
、
③
四
七
年
琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
、
④
四
八
年
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
、
⑤
四
九
年
発
電
用
施
設
周
辺
地
域

整
備
法
、
@
四
九
年
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
(
上
記
①
の
大
改
正
)
、
⑦
四
九
年
上
記
②
の
大
改
正
、
@
五

三
年
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
、
@
五
五
年
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
、
⑩
五
五
年
明
日
香
村
に
お
け

北法31(3-4・11.237) 1623 



説

る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
。

こ
れ
ら
の
法
律
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
主
と
し
て
空
港
な
ど
の
騒
音
対
策
等
を
目
的
と
し
、
事
業
損
失
の
補
償
と
密
接
な
関
係
を
も
っ

た
第
一
グ
ル
ー
プ
と
、
大
規
模
公
共
施
設
等
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
地
域
振
興
対
策
等
を
目
的
と
し
、
生
活
再
建

論

措
置
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
第
二
グ
ル
ー
プ
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
記
の
①
②
⑥
⑦
⑥
⑨
が
第
一
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
③
④
⑤

⑮
が
第
二
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
と
一
応
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
ほ
か
、
法
律
の
根
拠
に
も
と
づ
か
な
い
行
政
措
置
や
予
算
措
置

な
ど
が
多
い
が
、
紙
幅
の
関
係
上
省
略
す
る
こ
と
と
し
、

必
要
あ
る
折
に
ふ
れ
て
言
及
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

第
一
グ
ル
ー
プ
は
、

ば
、
公
共
「
施
設
周
辺
」
整
備
法
で
あ
り
、
第
二
グ
ル
ー
プ
は
、

い
わ
ば
、
公
共
施
設
「
周
辺
地
域
」
整
備
法
で
あ
る
。
こ
の
区
別
も
、
後

に
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。

公
共
施
設
周
辺
整
備
法

ま
ず
第
一
グ
ル
ー
プ
か
ら
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
立
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
取
扱

う
の
が
便
宜
で
あ
る
。

第
一
期
は
、
昭
和
四
一
、
四
二
年
の
上
記
の
①
②
の
立
法
が
登
場
し
た
ば
か
り
の
初
期
の
段
階
で
あ
る
。
②
は
そ
の
名
称
の
一
不
す
よ
う
に

空
港
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
に
よ
る
騒
音
障
害
対
策
を
主
た
る
目
的
と
す
る
が
、
①
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
艦
船
ま
た
は
舟
艇
の
ひ
ん
繁

な
使
用
、
防
衛
施
設
整
備
の
た
め
の
土
地
ま
た
は
土
地
の
定
着
物
の
形
質
の
著
し
い
変
更
、
電
波
の
ひ
ん
繁
な
発
射
(
防
衛
施
設
令
一
条
)

や
重
車
両
の
ひ
ん
繁
な
使
用
、
射
撃
、
爆
撃
そ
の
他
火
薬
類
の
使
用
の
ひ
ん
繁
な
実
施
(
同
四
条
)
な
ど
の
自
衛
隊
の
行
為
等
に
よ
る
音
響

そ
の
他
の
障
害
が
そ
の
対
策
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
立
法
に
よ
る
対
策
の
方
法
内
容
は
比
較
的
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し、

わ
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(1} 

特
定
施
設
(
学
校
、
病
院
、
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
施
設
)
に
対
す
る
防
音
工
事
の
助
成
(
公
共
飛
行
場
五
条
、
公
共
飛
行
場
令
四

条
、
防
衛
施
設
三
条
二
項
、
防
衛
施
設
令
七
条
)
。
防
衛
施
設
周
辺
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
特
定
施
設
(
農
・
林
・
漁
業
用
施
設
、

道
路
、

河
川
、
海
岸
、

項
、
防
衛
施
設
令
三
条
)
。

上
下
水
道
、
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
施
設
〉
に
対
す
る
障
害
防
止
工
事
の
助
成
(
防
衛
施
設
三
条
一

防
災
施
設
、

(2) 

集
会
等
の
た
め
の
共
用
利
用
施
設
の
助
成
(
公
共
飛
行
場
六
条
、

ま
た
は
民
生
安
定
施
設
の
助
成

公
共
飛
行
場
令
五
条
)

学
習
、

(
防
衛
施
設
入
条
、
防
衛
施
設
令
二
一
条
)
。

叫
指
定
区
域
内
の
建
物
等
を
指
定
区
域
以
外
の
区
域
に
移
転
し
、
ま
た
は
除
去
す
る
と
き
の
通
損
補
償
(
公
共
飛
行
場
九
条
二
項
、
防

衛
施
設
五
条
二
項
)
。
指
定
区
域
内
の
土
地
の
買
入
れ
(
公
共
飛
行
場
九
条
三
項
、
防
衛
施
設
五
条
三
項
)
。

d
地
&

経
営
上
の
損
失
の
補
償
。
公
共
飛
行
場
周
辺
に
お
い
て
は
農
業
ま
た
は
漁
業
(
公
共
飛
行
場
一

O
条
、
公
共
飛
行
場
令
九
条
)
、

衛
施
設
周
辺
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
林
業
、

一
定
の
船
舶
運
航
事
業
ま
た
は
内
航
運
送
業
(
防
衛
施
設
二
二
条
、
防
衛
施
設
令
二
ハ
条
)

が
そ
の
対
象
で
あ
る
。

公共施設周辺地域整備法について

第
二
期
は
、
昭
和
四
九
年
の
上
記
の
⑥
⑦
に
よ
る
法
改
正
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
九
年
は
大
阪
国
際
空
港

訴
訟
の
第
一
審
判
決
(
大
阪
地
判
昭
和
四
九
年
二
月
二
七
日
判
例
時
報
七
二
九
号
三
頁
)
が
下
さ
れ
た
年
で
あ
る
だ
け
に
、
騒
音
対
策
が
多

様
化
し
、
よ
り
キ
メ
細
か
く
な
る
と
と
も
に
、
周
辺
整
備
計
画
が
登
場
し
、
計
画
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

従
前
の
特
定
施
設
に
加
え
て
、

二
、
防
衛
施
設
四
条
)
。
こ
れ
と
と
も
に
指
定
区
域
も
細
分
化
さ
れ
て
、
航
空
機
騒
音
障
害
が
著
し
い
第
一
種
区
域
と
障
害
が
特
に
著
し
い

第
二
種
区
域
と
が
区
別
さ
れ
た
。
第
一
種
区
域
内
の
住
宅
に
対
し
て
右
の
防
音
工
事
の
助
成
が
さ
れ
、
第
二
種
区
域
内
に
あ
る
建
物
等
の
移

転
除
却
に
対
し
て
通
損
補
償
、
同
区
域
内
に
あ
る
土
地
の
買
入
れ
が
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
(
公
共
飛
行
場
九
条
、
防
衛
施
設
五
条
)
。

一
般
の
住
宅
に
つ
い
て
も
防
音
工
事
の
助
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

)
 

4

・
A(

 

(
公
共
飛
行
場
八
条
の 防
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説

右
の
第
二
種
区
域
の
う
ち
新
た
に
障
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
周
辺
に
お
け
る
生
活
環
境
の
改
善
に
資
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
て
指
定
す
る
第
三
種
区
域
に
つ
い
て
は
、
緑
地
帯
そ
の
他
緩
街
地
帝
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
(
公
共
飛
行
場
九

論

条
の
二
、
防
衛
施
設
六
条
)
。

(3) 

政
令
で
指
定
さ
れ
た
周
辺
整
備
空
港
に
つ
い
て
空
港
周
辺
整
備
4

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

こ
の
計

(
公
共
飛
行
場
九
条
の
三
)
、

画
を
実
施
す
る
な
ど
の
業
務
を
行
う
組
織
と
し
て
空
港
周
辺
整
備
機
構
が
周
辺
整
備
空
港
ご
と
に
設
立
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
(
同
一
八
条

以
下
)
。

空
港
周
辺
整
備
計
画
の
内
容
は
左
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

①
後
記
③
イ
・
ロ
に
掲
げ
る
整
備
を
行
う
た
め
の
第
一
種
区
域
に
あ
る
土
地
の
取
得

②
第
一
種
区
域
内
か
ら
住
居
を
移
転
す
る
者
の
住
宅
等
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
・
造
成
そ
の
他
①
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

③
前
記
①
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
土
地
、
そ
の
他
周
辺
整
備
空
港
の
設
置
者
、
地
方
公
共
団
体
ま
た
は
空
港
周
辺
整
備
機
構
が
所
有
す
る
第

一
種
区
域
内
に
あ
る
土
地
に
つ
い
て
す
る
、
イ

航
空
機
騒
音
に
よ
り
そ
の
機
能
が
害
さ
れ
る
お

緑
地
帯
そ
の
他
綾
街
地
帯
の
整
備
、

ロ

そ
れ
の
少
な
い
施
設
の
用
に
供
す
る
た
め
の
整
備

④
右
の
③
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
土
地
の
管
理
ま
た
は
処
分

⑤
以
上
の
事
項
の
実
施
主
体

以
上
の
①
な
い
し
③
を
総
合
す
れ
ば
、
空
港
周
辺
整
備
計
画
は
、
空
港
周
辺
の
土
地
の
利
用
転
換
事
業
を
主
要
な
内
容
の
一
つ
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
周
辺
整
備
空
港
指
定
の
要
件
の
一
つ
に
、
第
一
種
区
域
が
既
に
市
街
化
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
市

街
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
航
空
機
騒
音
障
害
の
防
止
・
軽
減
と
あ
わ
せ
て
、
生
活
環
境
の
改
善
に
資
す
る
た
め
計
画
的
な
整
備
を
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
点
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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防
衛
施
設
周
辺
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
港
周
辺
整
備
計
画
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多
少
こ
れ
と
似
た
も
の
に
特
定
防
衛
施
設
周

辺
整
備
調
整
交
付
金
の
制
度
が
あ
る
(
防
衛
施
設
九
条
)
。
こ
れ
は
、

(4} 

防
衛
施
設
の
う
ち
、

そ
の
設
置
ま
た
は
運
用
が
周
辺
地
域
に
お
け
る

生
活
環
境
や
そ
の
開
発
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
、
範
囲
等
を
芳
慮
し
て
、
そ
の
周
辺
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
が
そ
の
区
域
内
で
行
う
公
共

用
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
特
に
配
慮
す
る
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
特
定
防
衛
施
設
お
よ
び
特
定
防
衛
施
設
関
連
市
町
村
を
指

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
o

整
備
調
整
交
付
金
に
よ
る
整
備
の
対
象
と
な
る
公
共
用
施
設
は
、
交
通
・
通
信
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
グ
リ

エ
l
シ
ョ
ン
、
環
境
衛
生
、
教
育
文
化
、
医
療
、
社
会
福
祉
、
消
防
、
産
業
振
興
と
い
う
広
範
に
及
ぶ
施
設
で
あ
る
(
防
衛
施
設
令
一
四
条
〉
。

第
三
期
は
、
上
記
の
⑥
の
立
法
に
よ
っ
て
始
め
て
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
周
辺
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
に
踏
み
切
っ
た
点
で

画
期
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

一ー一

公共施設周辺地域整備法について

⑧
は
、
お
お
む
ね
一

O
年
後
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
と
宅
地
化
の
両
面
か
ら
み
て
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利

用
の
必
要
性
が
み
と
め
ら
れ
る
な
ど
の
要
件
を
み
た
し
た
空
港
を
「
特
定
空
港
」
と
し
て
指
定
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
「
航

空
機
騒
音
対
策
基
本
方
針
」
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
つ
い
で
、
こ
の
基
本
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
都
市
計
画
区
域
内
の
地
域
に
お
い
て
、

地
域
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
航
空
機
の
著
し
い
騒
音
が
及
ぶ
こ
と
と
な
る
地
域
」
に
つ
い
て
は
「
航
空
機
騒
音
障

害
防
止
地
区
」
が
、
「
航
空
機
の
特
に
著
し
い
騒
音
が
及
ぶ
こ
と
と
な
る
地
域
」
に
つ
い
て
は
「
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地
区
」
が
定
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
定
め
ら
れ
る
と
、
学
校
、
病
院
、
住
宅
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
建
築
物
(
特
定
空
港
五
条
一
項
、

特
定
空
港
令
六
条
)
は
、
「
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
地
区
」
内
に
お
い
て
は
防
音
上
有
効
な
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
「
航

空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地
区
」
内
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
建
築
が
禁
止
さ
れ
る
(
特
定
空
港
五
条
一
項
、
二
項
)
。
そ
の
反
面
、
「
航

空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地
区
」
内
に
お
け
る
土
地
に
対
す
る
通
損
補
償
〈
同
七
条
)
、
土
地
の
買
入
れ
(
同
八
条
)
、
既
存
建
築
物
等
の
移

転
の
補
償
な
ど
(
同
九
条
)
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
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説

先
に
紹
介
し
た
⑨
の
沿
道
整
備
法
に
も
と
づ
く
沿
道
整
備
制
度
は
、
こ
こ
で
い
う
公
共
施
設
周
辺
整
備
制
度
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま

四
た
、
そ
の
第
三
期
に
属
す
る
も
の
と
し
て
土
地
利
用
規
制
を
重
要
な
内
容
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
幹
線
道
路
建
設
に
あ
た
っ

論

反
対
運
動
等
を
契
機
と
し

て
、
す
で
に
い
く
た
の
沿
道
環
境
整
備
制
度
が
存
在
し
て
い
る
。
昭
和
四
九
年
四
月
一

O
R建
設
省
都
計
発
四
四
号
道
政
発
三

O
号
「
道
路

て
、
自
動
車
交
通
騒
音
の
ほ
か
、

振
動
、

大
気
汚
染
、

日
影
等
の
公
害
な
い
し
事
業
損
失
が
発
生
す
る
た
め
、

環
境
保
全
の
た
め
の
道
路
用
地
の
取
得
及
び
管
理
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
」
、

五
一
年
二
月
一
一
三
日
建
設
省
計
用
発
四
号
「
公
共
施
設
の

設
置
に
起
因
す
る
日
陰
に
よ
り
生
ず
る
損
害
等
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
」
、

五
一
年
七
月
二
一
日
建
設
省
道
監
発
二
三
号
道
政
発
三
三

号
「
高
速
自
動
車
国
道
等
の
周
辺
に
お
け
る
自
動
車
交
通
騒
音
に
係
る
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
」
、

五
二
年
一

O
月
二
六
日
建
設
省
都
政
発

四
二
号
道
政
発
六

O
号
「
幹
線
道
路
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お

い
て
は
、
整
備
促
進
事
業
、
費
用
負
担
な
ど
の
行
政
措
置
、
財
政
措
置
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
上
記
の
と
お
り
、
沿
道
整
備
法
に
よ

る
沿
道
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
る
と
、
計
画
適
合
勧
告
の
ほ
か
に
、
開
発
許
可
制
、
市
町
村
条
例
を
通
し
て
、
開
発
行
為
、
建
築
行
為
な
ど

の
土
地
利
用
に
対
し
て
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
特
定
空
港
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
区
の
種
類
に
応
じ
て
規
制

の
内
容
が
法
律
上
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
沿
道
整
備
計
画
や
市
町
村
条
例
を
ま
た
な
い
こ
と
に
は

規
制
の
内
容
が
明
確
に
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に

よ
っ
て
内
容
が
異
な
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
点
で
独
特
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
空
港
周
辺
に
お
け
る
航
空
騒
音
障
害
の
あ
ら
わ

れ
か
た
が
比
較
的
単
純
な
形
を
と
る
の
に
く
ら
べ
て
、
沿
道
に
お
け
る
自
動
車
交
通
騒
音
障
害
等
の
あ
ら
わ
れ
か
た
が
、
道
路
構
造
、
道
路

交
通
事
情
、
沿
道
土
地
利
用
状
況
な
ど
に
応
じ
て
複
雑
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
両

者
と
も
に
消
極
的
に
障
害
防
止
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
る
と
い
う
目
的
を
加
味
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
都
市
計
画
の
一
種
と
し
て
規
制
を
根
拠
ぞ
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
二
期
に
お
い
て
み
ら
れ
た
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土
地
利
用
転
換
の
思
想
が
、
第
三
期
に
い
た
っ
て
土
地
利
用
規
制
に
転
化
し
た
契
機
の
一
つ
を
な
す
も
の
が
都
市
計
画
的
発
想
で
あ
り
、
沿

道
整
備
法
で
は
規
制
内
容
が
具
体
的
計
画
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
点
に
、
独
自
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

周
辺
地
域
整
備
法

第
二
グ
ル
ー
プ
の
立
法
(
上
記
③
④
⑤
と
⑩
)
に
よ
る
周
辺
地
域
整
備
制
度
は
、
大
規
模
公
共
事
業
等
が
地
元
の
地
域
社
会
に
与
え

る
打
撃
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
地
域
ぐ
る
み
の
生
活
再
建
措
置
と
い
う
べ
き
も
の
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

来
か
ら
も
大
規
模
公
共
事
業
等
に
伴
う
、
過
疎
化
の
促
進
、
地
場
産
業
の
衰
徴
、
地
域
共
同
体
機
能
の
解
体
、
環
境
の
悪
化
な
ど
に
対
し
て

各
種
の
関
連
公
共
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
周
辺
地
域
整
備
法
に
も
と
づ
く
地
域
整
備
計
画
は
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
産
業
基
盤
整
備
、
生
活

関
連
施
設
整
備
等
の
整
備
事
業
等
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
か
か
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
特
別
の
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
て
い
る

公共施設周辺地域整備法について

の
で
あ
る
。

い
わ
ば
近
畿
圏
の
水
が
め
で
あ
る
琵
琶
湖
の
水
資
源
と
し
て
の
開
発
利
用
と
く
に
淀
川

下
流
地
域
に
お
け
る
水
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
の
開
発
利
用
に
よ
る
水
位
変
動
が
琵
琶
湖
な
ら
び
に
周
辺
地
域
に
お
よ
ぼ
す
各
種
の
影
響
を

ま
ず
、
@
の
琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
は
、

援
和
す
る
こ
と
を
主
た
る
ね
ら
い
と
し
、
あ
わ
せ
て
周
辺
地
域
の
各
種
の
開
発
と
水
質
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
と
の
調
和
な
ど
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
は
、
琵
琶
湖
お
よ
び
周
辺
地
域
の
保
全
・
開
発
に
関
す
る
基
本
方
針

の
ほ
か
、
次
の
事
業
の
概
要
が
定
め
ら
れ
る
。
山
川

洪
水
防
御
の
た
め
の
治
水
、
同

水
質
保
全
の
た
め
の
下
水
道
、
し
尿
処
理
、
村

川
下
流
地
域
の
水
需
要
の
た
め
の
水
資
源
開
発
、

M
H

湖
辺
の
都
市
公
園
、
自
然
公
園
、
景
観
・
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
土
地
保
全
、
用
地
取
得
、
例

水
道
、

工
業
用
水
道
、
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
、
附

流
域
内
の
森
林
の
造
林
・

保
育
、
林
道
整
備
、
治
山
、
川
門

淀
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説

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
資
源
開
発
、
凶
W

水
産
資
源
の
保
護
・
培
養
、
水
産
物
流
通
・
加
工
施
設
、
漁
港
整
備
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
(
琵
琶
湖

論

と
く
に
右
の
付
の
水
資
源
開
発
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
お
よ
び
周
辺
地
域
に
つ
い
て
生
ず
べ
き
「
不
利
益
を
補
う

効
用
を
有
す
る
事
業
」
で
、
そ
の
経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
地
元
の
地
方
公
共
団
体
が
負
担
し
た
場
合
に
、
水
資
源
開
発
事
業
に
よ
っ
て

二
条
)
。

ま
た
、

も
う
け
ら
れ
た
施
設
を
利
用
し
て
す
る
水
道
事
業
、

工
業
用
水
道
事
業
ま
た
は
水
道
用
水
供
給
事
業
の
対
象
事
業
水
道
等
の
給
水
(
予
定
)

区
域
を
ふ
く
む
、

い
わ
ば
受
益
的
立
場
に
あ
る
地
方
公
共
団
体
と
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(
同
一
一
条
)
。

「
不
利
益
を
補
う
効
用
を
有
す
る
事
業
」
と
し
て
は
、
下
水
道
、
し
尿
処
理
、
水
道
、
農
業
用
用
排
水
、
造
林
、
都
市
公
園
、
自
然
公
園
、

水
産
物
流
通
・
加
工
等
の
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理
、
水
産
資
源
保
護
培
養
開
発
事
業
、
漁
港
整
備
、
湖
岸
・
湖
底
・
湖
水
の
清
掃
な
ど
の

事
業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
(
琵
琶
湖
令
四
条
〉
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
公
共
事
業
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
こ
う
む
る
地
方
公
共
団
体
と
プ

ラ
ス
効
果
を
享
受
す
る
地
方
公
共
団
体
の
聞
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
緩
和
し
補
完
す
る
事
業
の
経
費
に
つ
い
て
、
協
議
に
よ
り
受
益

者
の
負
担
を
求
め
る
と
い
う
利
害
調
整
の
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
④
の
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
こ
そ
は
、
ダ
ム
に
よ
る
地
域
社
会
の
大
半
の
水
没
の
場
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
周
辺
地

域
整
備
制
度
の
最
も
典
型
的
な
も
の
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。
琵
琶
湖
総
合
開
発
の
場
合
に
は
地
元
の
地
方
公

共
団
体
の
場
合
も
ま
た
琵
琶
湖
や
そ
の
周
辺
の
地
域
を
各
種
の
目
的
の
た
め
に
開
発
し
利
用
し
て
い
る
受
益
者
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
ダ
ム
建
設
に
よ
り
村
落
が
水
没
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
他
の
受
益
者
の
た
め
に
作
ら
れ
た
人
工

的
な
水
が
め
に
よ
っ
て
地
元
は
不
利
益
ば
か
り
を
引
き
受
け
る
こ
ど
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
は
、

「
そ
の
建
設
に
よ
り
相
当
数
の
住
宅
又
は
相
当
の
面
積
の
農
地
が
水
没
す
る
ダ
ム
」

で
あ
る
こ

と
を
要
件
の
一
っ
と
す
る
「
指
定
ダ
ム
」
の
ほ
か
、
「
そ
の
建
設
に
よ
り
湖
沼
及
び
湖
沼
の
周
辺
地
域
の
生
産
機
能
又
は
生
活
環
境
に
著
し
い

影
響
が
及
ぶ
こ
と
」
と
「
そ
の
建
設
に
よ
り
二
以
上
の
都
府
県
が
著
し
い
利
益
を
受
け
る
こ
と
」
と
を
要
件
と
す
る
「
指
定
湖
沼
水
位
調
節
施
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設
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
建
設
に
よ
り
「
そ
の
基
礎
条
件
が
著
し
く
変
化
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
」
な
ど
の
要
件
を
み
た
す
地
域
が

後
者
は
琵
琶
湖
の
場
合
と
似
通
っ
た
面
を
も
っ
て
い
る
。

「
水
源
地
域
」
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

「
水
源
地
域
整

備
計
画
」
の
内
容
と
な
る
事
業
は
、
①
指
定
ダ
ム
に
か
か
わ
る
水
源
地
域
に
あ
っ
て
は
、
土
地
改
良
事
業
、
治
山
・
治
水
事
業
、
道
路
、
簡
易

水
道
、
下
水
道
、
義
務
教
育
施
設
・
診
療
所
の
整
備
に
関
す
る
事
業
等
の
う
ち
「
当
該
水
源
地
域
の
基
礎
条
件
の
著
し
い
変
化
に
よ
る
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
」
で
あ
り
、
②
指
定
湖
沼
水
位
調
節
施
設
に
か
か
わ
る
水
源
地
域
に
あ
っ
て
は
、
土
地
改
良
一
事

業
、
河
川
・
下
水
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業
等
の
う
ち
「
当
該
水
源
地
域
の
基
礎
条
件
の
著
し
い
変
化
に
よ
る
影
響
を
緩
和
し
、
又
は
湖
沼

の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
」
で
あ
る
(
水
特
二
条
、
三
条
、
五
条
)
。

こ
こ
で
も
整
備
事
業
に
か
か
わ
る
経
費
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
負
担
し
た
地
方
公
共
団
体
が
次
の
受
益
的
立
場
に
あ
る
者
と
の
協
議
に
よ
っ

て
、
負
担
す
る
経
費
の
一
部
を
こ
れ
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(
同
一
二
条
〉
。

受
益
者
的
立
場
に
あ
る
者
の

公共施設周辺地域整備法について

つ
は
、
指
定
ダ
ム
等
(
指
定
ダ
ム
と
指
定
湖
沼
水
位
調
節
施
設
〉
を
利
用
し
て
河
川
の
流
水
を
水
道
、
工
業
用
水
道
ま
た
は
発
電
用
に
供
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
指
定
ダ
ム
等
を
利
用
し
て
河
川
の
流
水
を
そ
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
水
道
、
工
業
用
水
道
等
の
給
水
区
域
、
か
ん
が
い
用
に
供
す
る
土
地
の
区
域
、
指
定
ダ
ム
等
の
建
設
に
よ
り
洪
水
等
の
災
害
が
防
止
・

軽
減
さ
れ
る
地
域
、
こ
れ
ら
を
ふ
く
む
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。

な
お
、
水
没
関
係
住
民
の
生
活
再
建
対
策
と
水
没
関
係
地
域
の
振
興
対
策
等
を
目
的
と
す
る
水
源
地
域
対
策
基
金
制
度
が
、
昭
和
五
一
年

利
根
川
・
荒
川
、
五
二
年
木
曽
三
川
、
五
四
年
淀
川
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
基
本
募
金
は
、
国
か
ら
の
補
助

の
ほ
か
、
受
益
的
立
場
に
あ
る
も
の
を
ふ
く
め
た
関
係
府
県
か
ら
の
出
え
ん
に
よ
る
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

上
記
⑥
の
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
は
、
電
源
開
発
促
進
税
法
、
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
と
と
も
に
、

い
わ
ゆ
る
電

源
三
法
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
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説

同
法
は
、
発
電
用
施
設
の
設
置
予
定
地
点
の
う
ち
「
そ
の
地
点
の
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
必
要
な
公
共
用
の
施
設

E命

を
整
備
す
る
こ
と
が
そ
の
地
点
に
お
け
る
発
電
用
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
に
資
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
な
ど
を
要
件

と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
点
の
周
辺
地
域
(
指
定
地
点
が
属
す
る
市
町
村
の
区
域
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
市
町
村
の
区
域
〉
に
つ
い
て
公
共
用

施
設
の
整
備
計
画
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
整
備
計
画
の
対
象
と
な
る
公
共
用
施
設
は
、
道
路
、
港
湾
、
漁
港
、
都
市
公
園
、

水
道
、
そ
の
他
通
信
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
環
境
衛
生
、
教
育
文
化
、
医
療
、
社
会
福
祉
、
消
防
、
国
土
保
全
、
熱
供
給
の

施
設
、
農
林
水
産
等
に
か
か
わ
る
共
同
利
用
施
設
(
発
電
施
設
四
条
一
項
、
発
電
施
設
令
五
条
)
で
あ
っ
て
、
当
該
周
辺
地
域
の
住
民
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
周
辺
地
域
に
は
、
上
記
の
目
的
か
ら
特
に
必
要
が
あ

る
と
き
に
は
さ
ら
に
こ
れ
に
隣
接
し
て
い
る
市
町
村
の
地
域
が
ふ
く
ま
れ
る
(
発
電
施
設
四
条
三
項
、
同
条
一
項
後
段
〉
。

こ
の
整
備
計
画
に
も
と
づ
く
事
業
に
か
か
わ
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
琵
琶
湖
や
水
源
地
域
の
場
合
の
よ
う
な
受
益
的
立
場
に
あ
る
者
の
負

担
に
関
す
る
規
定
は
も
う
け
ら
れ
て
い
な
い
で
、
国
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
規
定
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る

る
交
付
金
は
、
電
源
三
法
の
他
の
二
法
で
あ
る
電
源
開
発
促
進
税
法
に
も
と
づ
く
電
力
会
社
か
ら
販
売
電
力
量
に
応
じ
た
電
源
開
発
促
進
税

の
徴
収
、
こ
れ
を
歳
入
と
す
る
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
に
も
と
づ
く
特
別
会
計
の
設
置
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
電
源
三
法
が
三
位

一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
終
局
的
に
は
受
益
者
で
あ
る
電
力
消
費
者
の

料
金
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
同
様
の
見
地
か
ら
、
近
時
、
立
地
地
域
優
遇
を
内
容
と
す
る
地
域
別
料
金
制
、
立

地
地
域
に
対
す
る
電
源
開
発
促
進
税
の
非
課
税
の
提
案
が
み
ら
れ
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
同
七
条
)
。

こ
の
国
に
よ

(
注
)
電
源
一
一
一
法
な
ら
び
に
地
域
別
料
金
制
な
ど
に
つ
き
、
藤
原
淳
一
郎
「
電
源
三
法
と
核
燃
料
税
」
〈
自
治
研
究
五
四
巻
五
号
・
七
号
)
、
同
「
電
気

料
金
決
定
原
則
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
(
法
令
解
説
資
料
総
覧
一
六
号
一
七
九
頁
〉
参
照
。
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四

先
に
紹
介
し
た
明
日
香
村
特
別
措
置
法
に
も
と
づ
く
明
日
香
村
整
備
計
画
は
、
地
域
整
備
計
画
の
一
種
と
い
っ
て
も
、
以
上
の
琵
琶

湖
周
辺
、
水
源
地
域
、
発
電
用
施
設
周
辺
の
地
域
の
場
合
と
比
較
す
れ
ば
、

い
く
つ
か
の
点
で
相
違
点
が
見
い
出
さ
れ
る
。

ま
ず
、
上
記
三
つ
の
場
合
と
は
、
い
ず
れ
も
開
発
と
地
元
の
地
域
社
会
と
の
調
和
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
明
日
香
村

の
場
合
に
は
、
歴
史
的
風
土
の
維
持
保
存
と
い
う
、
開
発
と
は
逆
の
保
全
と
地
元
の
地
域
社
会
と
の
調
和
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
よ
く
対

比
さ
れ
る
開
発
と
保
全
と
の
関
係
が
こ
こ
で
は
逆
転
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
他
に
み
ら
れ
な
い
独
自
性
が
あ
る
。

ω
つ
ぎ
に
、
他
の
三
つ
の
場
合
に
は
、
地
元
の
地
域
社
会
の
う
け
る
不
利
益
の
内
容
が
、
大
規
模
公
共
事
業
に
よ
る
地
域
の
経
済
的
・

社
会
的
構
造
の
変
化
や
生
業
・
生
活
環
境
の
悪
化
と
い
っ
た
事
実
上
の
影
響
に
か
か
わ
る
次
元
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は

飛
鳥
地
方
の
遺
跡
等
の
歴
史
的
文
化
的
遺
産
が
そ
の
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
形
成
し
て
い
る
歴
史
的
風
土
を
保
全
す
る
た
め
、
明
日

香
村
の
全
域
に
つ
い
て
、
と
く
に
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
に
つ
い
て
は
現
状
凍
結
的
な
、
厳
し
い
内
容
を
も
っ
た
土
地
利
用
規
制
を

す
る
と
い
う
法
的
規
制
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
不
刺
益
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

公共施設周辺地域整備法について

最
後
に
、
他
の
三
つ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
受
益
者
的
立
場
に
あ
る
者
に
対
す
る
経
費
の
負
担
が
重
要
な
内
容
の
一
つ
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
類
い
稀
な
国
民
的
遺
産
を
維
持
保
存
す
る
と
い
う
全
国
民
的
(
人
類
的
0
・
)
利
益
が
不
利
益
の
も
と
と
な
っ
た
法

的
規
制
の
根
拠
で
あ
っ
て
、
特
定
の
受
益
者
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
手
厚
い
特
別
の
助
成
、
明
日
香
村
整
備
基
金
に
対
す
る

(3) 
二
四
億
円
を
限
度
と
す
る
資
金
助
成
な
ど
は
す
べ
て
一
般
の
国
費
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
明
日
香
村
整
備
計
画
に
も
と
づ
く
事
業
あ
る
い
は
右
の
基
金
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
事
業
の
内
容
は
、
た
だ
消
極
的
に
現
状
凍

結
的
な
土
地
利
用
制
限
に
よ
っ
て
地
元
の
地
域
社
会
に
生
ず
る
不
利
益
を
補
う
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
歴
史
的
風
土
に
ふ

さ
わ
し
い
景
観
・
環
境
等
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る

(
例
、
明
日
香
村
特
措
八
条
二
号
参
照
〉
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
明

日
香
村
の
全
域
が
土
地
利
用
の
凍
結
お
よ
び
制
限
の
対
象
と
な
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
法
的
規
制
に
も
と
づ
く
不
利
益
に
つ
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説

い
て
、
特
定
の
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
特
別
の
法
律
に
よ
る
地
域
整
備
制
度
が
も
う
け
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

論

四

問
題
点
の
検
討

公
共
施
設
の
建
設
、
設
置
、
管
理
等
の
問
題
を
芳
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
隣
接
ま
た
は
周
辺
の
土
地

ま
た
は
地
域
を
も
あ
わ
せ
て
芳
慮
す
べ
き
場
合
が
少
く
な
い
。
従
来
か
ら
も
、
河
川
保
全
区
域
(
河
五
五
条
)
、
沿
道
区
域
、
特
別
沿
道
区

域
(
道
四
四
条
、
高
速
道
一
四
条
、
二
ハ
条
、
二
五
条
)
な
ど
、
公
共
施
設
を
保
全
し
、
そ
の
機
能
を
維
持
し
、
も
し
く
は
、
そ
の
利
用
に

公
共
施
設
と
そ
の
周
辺

関
す
る
障
害
や
危
険
を
防
止
す
る
な
ど
の
目
的
か
ら
、
隣
接
ま
た
は
周
辺
の
土
地
の
区
域
を
指
定
し
、
こ
れ
ら
の
目
的
か
ら
す
る
作
為
や
不

作
為
を
命
ず
る
こ
と
が
立
法
上
に
定
め
ら
れ
、
講
学
上
に
も
公
用
制
限
の
一
種
と
し
て
の
負
担
制
限
で
あ
る
な
ど
の
説
明
が
さ
れ
て
き
た
。

公
共
飛
行
場
周
辺
に
つ
い
て
も
同
様
の
制
限
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
〈
航
空
四
九
条
、
五
二
条
〉
。

ま
た
、

有
名
な
ト
ル
コ
風
呂
と
遊
園
地

事
件
(
最
判
昭
和
五
三
年
五
月
二
六
日
判
例
時
報
八
八
九
号
九
頁
、
同
昭
和
五
三
年
六
月
一
六
日
判
例
時
報
八
九
三
号
一
九
頁
)
の
示
す
と

お
り
、
学
校
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど
特
定
の
公
共
施
設
の
周
辺
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

業
施
設
の
立
地
が
禁
止
・
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
(
風
俗
四
条
の
四
第
一
項
、
旅
館
三
条
三
項
)
。
さ
ら
に
、
高
知
落
石
事
件
(
最
判
昭

和
四
五
年
八
月
二

O
日
判
例
時
報
六

O
O号
七
一
頁
)
が
示
す
よ
う
に
、
隣
接
地
か
ら
の
落
石
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
に
つ
い
て
公
共

施
設
の
設
置
管
理
の
責
任
が
と
わ
れ
る
こ
と
が
近
年
と
く
に
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
公
共
施
設
建
設
を
め
ぐ
る
環
境
訴
訟
や

一
定
の
営

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
と
っ
て
も
、
公
共
施
設
を
周
辺
地
域
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
公
共
施
設
の
周
辺
部
分
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
論
稿
と
し
て
は
西
谷
間
氏
の

土
地
法
学
会
『
土
地
の
所
有
と
利
用
』
一
四
六
頁
〉
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
公
共
施
設
の
用
地
で
あ
る
「
収
用
領
域
」
と
「
原
因
と
な
る
公

「
公
共
施
設
の
建
設
を
め
ん
¥
る
諸
問
題
」

(
日
本
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共
施
設
に
ミ
ク
ロ
に
着
目
し
た
に
じ
み
出
し
地
域
」
と
い
う
べ
き
「
拡
大
領
域
」
と
を
区
別
し
、

「
安
全
領
域
」
、
「
環
境
領
域
」
、
「
総
合
整
備
領
域
」
の
三
つ
を
区
別
し
た
う
え
、
さ
ら
に
、
拡
大
領
域
の
法
的
問
題
と
し
て
、

多
元
性
」
、
「
行
政
主
体
の
多
元
性
」
、
「
利
益
と
不
利
益
の
競
合
」
が
の
べ
ら
れ
た
あ
と
、
最
後
に
、
展
望
と
し
て
、
「
手
続
法
を
中
心
と
す

る
多
様
な
手
段
の
導
入
と
計
画
法
化
」
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
豊
富
な
具
体
的
事
例
に
も
と
づ
い
て
示
唆
に
富
む
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
本
稿
の
公
共
施
設
周
辺
整
備
法
(
制
度
)
は
「
環
境
領
域
」
と
「
総
合
整
備
領
域
」

「
総
合
整
備
領
域
」
の
と
こ
ろ
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
拡
大
領
域
の
分
類
と
し
て
は
、

「
適
用
法
の

の
と
こ
ろ
で
、

周
辺
地
域
整
備
法

(
制
度
〉

公
用
収
用
の
公
共
性

公
共
施
設
の
周
辺
の
土
地
ま
た
は
地
域
を
め
ぐ
る
問
題
が
公
共
施
設
法
の
多
く
の
分
野
で
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
簡
単
な
説
明
か
ら
も
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
が
、
と
く
に
公
共
施
設
の
用
地
取
得
の
場
合
に
お
け

る
公
共
性
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。

公共施設周辺地域整備法について

公
共
用
地
取
得
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
公
共
性
は
、
公
共
施
設
一
般
の
公
共
性
、
都
市
計
画
次
元
で
の
公
共
性
、
開
発
行
政
次
元
で
の
公
共

性
の
三
つ
が
大
き
く
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
屡
々
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
(
例
、
『
行
政
法

E
(各
論
)
』
第
三

編
、
「
土
地
収
用
と
公
共
性
」
行
政
法
の
争
点
二
六
四
頁
)
。
と
く
に
開
発
行
政
の
手
段
と
し
て
の
公
用
収
用
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
や
近
隣

都
市
公
園
の
よ
う
な
単
純
な
公
共
施
設
の
た
め
の
土
地
収
用
と
は
区
別
し
て
取
扱
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
。
用
地

取
得
手
続
の
側
面
で
は
、
周
知
の
と
お
り
、
昭
和
三
六
年
の
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
、
上
記
の
公
共
施
設
周
辺
地
域
整

備
法
の
法
令
群
に
登
場
す
る
公
共
施
設
を
中
心
と
す
る
開
発
効
果
の
大
き
い
公
共
施
設
に
閲
す
る
事
業
を
「
特
定
公
共
事
業
」
と
し
、
事
業

の
迅
速
化
を
図
る
見
地
か
ら
手
続
上
の
特
例
を
も
う
け
て
い
る
。
ま
た
、
古
く
は
昭
和
二
八
年
の
閣
議
了
解
「
電
源
開
発
に
伴
う
水
没
そ
の

他
に
よ
る
損
失
補
償
要
綱
」
に
お
い
て
、
薪
炭
生
産
補
償
、
謝
金
な
ど
の
生
活
権
補
償
的
な
内
容
を
も
っ
た
補
償
基
準
が
定
め
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
公
共
事
業
の
特
殊
性
に
応
じ
た
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
右
の
特
別
措
置
法
施
行
の
年
で
あ
る
昭
和
三 fi 
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七
年
に
閣
議
決
定
を
み
た
「
公
共
用
地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
要
綱
」
に
お
い
て
は
、

「
少
数
残
存
者
補
償
」
、

「
離
職
者
補
償
」
を

の
ぞ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
補
償
は
切
っ
て
す
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
開
発
事
業
の
プ
ラ
ス
効
果
の
み
に
着
目
し
、

論

地
元
地
域
社
会
に
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
に
配
慮
し
な
い
芳
え
が
現
実
に
お
い
て
破
綻
を
き
た
し
た
こ
と
は
昭
和
四

O
年
に
入
っ
て
陸
続
と

し
て
登
場
し
て
き
た
公
共
施
設
周
辺
地
域
整
備
制
度
が
こ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

都
市
計
画
の
次
元
に
お
け
る
公
共
性
が
問
題
と
な
る
都
市
施
設
た
る
公
共
施
設
が
、
そ
れ
自
体
の
公
共
性
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
都
市
計

画
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
計
画
施
設
と
し
て
そ
の
公
共
性
が
み
と
め
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、
ま
た
、
環
境
訴
訟
で
間

題
と
な
る
公
共
施
設
が
周
辺
環
境
に
配
慮
し
て
は
じ
め
て
公
共
性
が
み
と
め
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、
開
発
行
政
の
手
段
と
し
て
の
公
共
施
設

周
辺
の
土
地
や
地
域
社
会
に
対
す
る
配
慮
を
つ
く
し
た
も
の
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
公
共
性
が
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

も
ま
た
、

る
。
た
ん
に
公
共
施
設
で
あ
る
が
ゆ
え
の
公
共
性
と
い
う
の
で
は
、
単
な
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
公
共
土
木
工
事
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
た
か

だ
か
受
益
的
立
場
に
あ
る
者
に
配
慮
し
た
に
す
ぎ
な
い
片
手
落
ち
の
も
の
で
あ
っ
て
、
開
発
計
画
と
し
て
の
合
理
性
が
み
と
め
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。
問
題
は
、
公
共
施
設
で
あ
る
が
ゆ
え
の
公
共
性
で
は
な
く
、
そ
れ
は
当
然
の
前
提
と
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
立
地
計
画
が
開
発

計
画
と
し
て
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
地
元
の
生
活
道
路
を
寸
断
し
た
結
果
の
ま
ま
に
放
置
し
た
新
幹
線
や
高
速
道
路
が
合
理
的

と
い
え
な
い
の
と
全
く
同
様
に
、
人
為
的
な
過
疎
化
の
促
進
な
ど
地
元
社
会
へ
の
急
激
か
つ
深
刻
な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
放
置
し
た
ま

ま
の
大
規
模
公
共
事
業
が
そ
も
そ
も
開
発
計
画
の
名
前
に
値
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

生
活
再
建
と
事
業
損
失

ま
ず
、
個
別
的
な
生
活
再
建
措
置
に
関
す
る
立
法
例
と
し
て
は
、
①
昭
和
三
二
年
国
道
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
法
九
条
、
②
昭
和
三
六
年
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
四
七
条
、
③
昭
和
四
三
年
都
市
計
画
法
七
四
条
、
④
昭
和
四

七
年
琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
七
条
、
⑤
昭
和
四
八
年
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
八
条
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
通
覧

し
て
、
二
つ
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(1) 

「
建
設
に
必
要
な
土
地
等
を
供
し
た
た
め
生
活
の
基
盤
を
失
う

生
活
再
建
措
置
を
う
け
る
資
格
を
有
す
る
者
を
み
る
と
、

①
で
は

者
」
で
あ
り
、
②
で
は
「
特
定
公
共
事
業
に
必
要
な
土
地
等
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の
基
盤
を
失
う
こ
と
と
な
る
者
」
で
あ
り
、

③
で
は
「
都
市
計
画
事
業
の
施
行
に
必
要
な
土
地
等
を
提
供
し
た
た
め
生
活
の
基
盤
を
失
う
こ
と
と
な
る
者
」
で
あ
り
、
④
で
は
「
事
業
の

実
施
に
よ
っ
て
土
地
に
関
す
る
権
利
、
漁
業
権
そ
の
他
の
権
利
に
関
し
損
失
を
受
け
た
た
め
生
活
の
基
盤
を
失
う
こ
と
と
な
る
者
」
で
あ

り
、
⑤
で
は
「
事
業
の
実
施
に
伴
い
生
活
の
基
盤
を
失
う
こ
と
と
な
る
者
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
②
③
に
お
い
て
は
、
公
共
用
地
等

を
提
供
し
た
被
収
用
者
な
い
し
被
買
収
者
で
あ
る
こ
と
が
生
活
再
建
措
置
を
う
け
る
資
格
の
要
件
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
④
⑤
に
お
い

て
は
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
必
要
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。
④
に
お
い
て
は
、
権
利
に
関
し
て
損
失
を
受
け
た
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
中
間
的
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
①
に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
要
件
が
脱
落
し
て
い
る
。
生
活
再
建
措
置
を
う
け
る
べ
き
者
の

範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
え
る
。

公共施設周辺地域整備法について

ω
他
方
で
、
生
活
再
建
措
置
を
講
ず
べ
き
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
で
は
「
政
府
」
②
で
は
申
出
の
相
手
方
で
あ
り
、

っ
、
生
活
再
建
計
画
の
作
成
者
で
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
で
あ
り
、
生
活
再
建
計
画
の
う
ち
用
地
提
供
者
の
対
償
と
な
る
事
項
を
実

施
す
る
の
が
「
特
定
公
共
事
業
を
実
施
す
る
者
」
で
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
そ
の
他
の
事
項
は
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
」
で
あ
る
。
③

で
は
「
施
行
者
」
で
あ
り
、

で
あ
り
、

「
関
係
行
政
機
関
の
長
、

④
で
は
「
総
合
開
発
事
業
を
実
施
す
る
者
」
で
あ
り
、

⑤
で
は

関
係
地
方
公
共
団

体
、
指
定
ダ
ム
等
を
建
設
す
る
者
及
び
整
備
事
業
を
実
施
す
る
者
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
応
じ
て
施
行
者
を
異
に
し
、
事
業
へ
の

一
概
に
表
面
的
な
比
較
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
次

固
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
か
か
わ
り
方
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
、

第
に
事
業
の
施
行
者
が
正
面
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ωω
を
あ
わ
せ
る
と
、
い
ま
だ
具
体
的
な
法
的
義
務
と
い
え
な
い
ま
で
も
、
事
業
に
よ
る
周
辺
へ
の
影
響
を
配
慮
す
る
こ
と
が
事
業
施
行

者
の
責
任
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
と
芳
え
る
意
識
が
次
第
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

か
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つ
ぎ
に
、
事
業
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
近
時
注
目
す
べ
き
判
決
が
で
て
い
る
。
道
路
法
七

O
条
第
一
項
の
い
わ
ゆ
る
ミ
ゾ
・
カ
キ
補
償
に

関
す
る
高
松
高
裁
昭
和
五
四
年
九
月
一
七
日
判
決
(
行
裁
例
集
三

O
巻
九
号
一
五
七
九
頁
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
条
が
「
当
該
道
路
に
面
す

る
土
地
」
で
あ
る
こ
と
と
「
通
路
、
み
ぞ
、
か
き
、
さ
く
、
そ
の
他
の
工
作
物
」
で
あ
る
こ
と
を
補
償
の
要
件
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

論

物
理
的
障
害
が
生
じ
た
場
合
の
補
償
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
下
道
建
設
の
た
め
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
消
防
法
等
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン

タ
ン
ク
移
設
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の
損
失
は
そ
の
補
償
の
対
象
で
は
な
い
と
し
た
原
告
主
張
を
排
斥
し
、
「
同
条
は
、
(
中
略
)
物
理
的

障
害
に
基
づ
く
損
失
を
例
示
と
し
て
挙
げ
る
が
、
単
に
物
理
的
障
害
だ
け
で
な
く
、
法
規
制
上
の
障
害
に
基
づ
く
損
失
も
ま
た
、
同
条
に
よ

(
中
略
)
公
共
事
業
に
よ
る
特
別
の
犠
牲
が
、

物
理
的
障
害
に
よ
る
場
合
と
法
規
制
上

の
障
害
に
よ
る
場
合
と
で
、
損
失
を
受
け
る
者
に
と
っ
て
な
ん
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
後
者
の
場
合
を
こ
と
さ
ら
損
失
補
償
の
対
象
か

ら
除
外
す
る
合
理
的
理
由
を
見
出
し
難
い
か
ら
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
、
危
険
物
に
内
在
す
る
財
産
権
の
制
限
に
由
来
す
る
か
ら
自
己
負
担

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
原
告
主
張
を
排
斥
し
て
、
「
い
や
し
く
も
設
置
時
に
お
い
て
適
法
で
あ
り
、
か
っ
、
将
来
の
違
法
状
態
の
到
来
を
予

測
し
難
い
場
合
で
あ
っ
て
自
己
の
責
に
は
属
さ
な
い
後
発
的
事
態
の
発
生
に
よ
り
移
設
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
き
、
常
に
、
危
険
物
の
所
有

者
の
故
を
も
っ
て
移
設
費
用
の
自
己
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
酷
に
す
管
る
背
理
」
で
あ
る
と
し
た
第
一
審
判
決
(
高
松
地
判
昭
和
五
四
年
ニ

る
補
償
の
対
象
に
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

月
二
七
日
行
裁
例
集
三

O
巻
二
号
二
九
四
頁
)
を
そ
の
ま
ま
支
持
し
て
い
る
。

一
つ
の
判
決
事
例
を
も
っ
て
一
般
の
傾
向
を
の
べ
る
こ
と
は

独
断
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、

か
ね
て
高
田
コ
ン
メ
ン
タ
i
ル
〈
高
田
賢
造
『
新
訂
土
地
収
用
法
』
三
九
七
頁
)
に
お
い
て
も
、
道

路
法
七

O
条
と
類
似
し
た
土
地
収
用
法
九
三
条
に
つ
い
て
「
著
し
い
騒
音
、
振
動
、
或
い
は
営
業
上
の
損
失
等
に
つ
い
て
、
社
会
通
念
上
受

忍
す
べ
き
限
界
を
こ
え
る
限
り
、
本
条
の
類
推
適
用
を
期
待
し
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
芳
え
る
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
判
例
上
に
そ
の

表
現
を
見
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
周
辺
へ
の
各
種
の
影
響
を
放
置
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、

き
も
の
と
す
る
芳
え
が
次
第
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
一
例
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

い
わ
ば
社
会
的
費
用
を
内
部
化
す
べ
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利
害
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
費
用
負
担

社
会
的
費
用
を
内
部
化
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
問
題
の
一
つ
は
、
受
益
者
的
立
場
に
あ

る
者
の
費
用
負
担
で
あ
る
。
と
く
に
公
共
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
が
対
象
と
し
て
い
る
大
規
模
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
事
業
の
プ
ラ
ス
効

果
を
享
受
す
る
受
益
者
と
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
こ
う
む
る
被
害
者
と
が
地
域
的
に
も
分
裂
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
プ
ラ
ス
効
果

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
だ
け
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
も
大
き
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
も
つ
こ
と
が
少
く
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
両
者
の
利
害
を
調

整
す
る
方
法
と
し
て
上
記
の
第
二
グ
ル
ー
プ
の
周
辺
地
域
整
備
法
に
お
い
て
は
、
整
備
計
画
に
も
と
づ
く
整
備
事
業
な
ど
に
要
す
る
経
費
を

受
益
的
立
場
に
あ
る
者
に
負
担
さ
せ
る
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
第
一
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、
空
港
使
用
料
(
特
別
着
陸
料
)
と
ジ

ェ
ッ
ト
機
利
用
料
金
を
通
じ
て
す
る
航
空
会
社
と
航
空
機
利
用
者
の
費
用
負
担
、
道
路
関
係
諸
税
、
高
速
自
動
車
道
利
用
料
金
、
緩
衝
建
築

物
に
対
す
る
道
路
管
理
者
の
費
用
負
担
(
沿
道
整
備
一
二
条
)
、
防
音
工
事
に
対
す
る
道
路
管
理
者
の
助
成
(
同
一
三
条
)

な
ど
を
通
じ
て

ず
る
道
路
管
理
者
、
道
路
利
用
者
の
費
用
負
担
な
ど
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
設
置
に
あ
た
っ
て
、
用
地
取
得
費
と
建
設
費
の
み
で
事
足
れ
り
と
す
る
発
想
、
ま
た
、
利
用
料
金
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
そ

公共施設周辺地域整備法について

の
分
だ
け
算
入
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
発
想
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
社
会
的
費
用
を
考
慮
外
に
お
い
た
偏
っ
た
資
源
配
分
と
な
り
か
ね
な
い
。
上

記
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
件
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
費
用
を
誰
が
負
担
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
多
様
な
要
素
が
か
ら
ん
で
判
断

が
困
難
と
な
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
日
照
問
題
に
お
い
て
、

日
照
を
阻
害
す
る
者
が
隣
接
地
の
上
空
空
間
を
買
う
べ
き
か
、
逆
に
、

日
照
を

享
受
す
る
者
が
隣
接
地
の
上
空
空
間
を
買
う
べ
き
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
社
会
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
解
答
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
の
立
法
に
お
い
て
、
第
一
期
、
第
二
期
の
立
法
と
第
三
期
の
立
法
と
で
は
、
も
ち
ろ
ん
建
築
時
期
な
ら
び
に
地
区
・
地

域
指
定
と
い
う
時
間
的
差
異
が
厳
然
と
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
発
想
の
上
で
は
防
音
工
事
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
異
な
っ
た
物
の
見
方
が

う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
整
備
計
画
に
お
い
て
、
具
体
的
に
誰
が
ど
の
程
度
の
費
用
を
負
担
し
、
全
体
と
し
て
ど
の

よ
う
な
負
担
の
配
分
、
分
担
が
み
ら
れ
る
べ
き
か
は
、
今
後
の
重
要
な
検
討
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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説

五

紛
争
ア
セ
ス
メ
ン
ト

論

本
稿
で
公
共
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
と
し
て
総
称
し
た
一
群
の
法
令
群
は
、
異
色
で
あ
る
明
日
香
村
特
別
措

置
法
の
場
合
を
別
と
し
て
、
い
ず
れ
も
激
し
い
社
会
的
紛
争
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
開
発
と
こ
れ
に
反
対
す
る
地
域
住
民

等
と
の
対
立
は
、
松
原
・
下
室
ダ
ム
を
め
ぐ
る
蜂
の
巣
域
事
件
、
新
東
京
国
際
空
港
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
数
多
く
の
社
会
的
紛
争
を
生
ん
で

き
た
。
そ
の
紛
争
過
程
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
関
連
公
共
事
業
の
優
先
的
・
集
中
的
施
行
な
ど
の
行
政
措
置
が
試
み
ら
れ
、
次
第
に
形
を
な

し
て
、
予
算
措
置
に
よ
る
周
辺
整
備
制
度
な
ど
を
経
て
、
立
法
上
の
承
認
を
得
た
結
果
が
公
共
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
今
な
お
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
・
振
動
障
害
防
止
対
策
要
綱
(
昭
和
五
一
年
日
本
固
有
鉄
道
)
の
よ
う
に
、
上
記
の
第
一
グ
ル
ー
プ
の
第

一
期
に
相
当
す
る
内
容
の
も
の
が
行
政
措
置
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
の
み
な
ら
ず
、
流
動

的
で
も
あ
る
。
数
多
く
の
訴
訟
も
係
属
中
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
を
予
防
し
、
ま
た
は
、
紛
争
に
適
正
に
対
応
す
る
見
地
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
、
用

地
提
供
者
や
周
辺
地
域
社
会
に
つ
い
て
、
と
る
べ
き
各
種
の
行
政
措
置
を
体
系
的
に
整
理
し
た
手
法
を
用
意
し
て
お
き
、
問
題
点
を
も
れ
な

い
わ
ば
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
公
共
事
業

く
事
前
に
検
討
し
、
対
応
策
を
講
じ
て
お
く
べ
き
だ
と
い
う
芳
え
方
が
当
然
登
場
し
て
く
る
。

に
よ
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
事
前
に
予
測
し
、
評
価
す
る
の
と
同
様
に
、
公
共
事
業
が
関
係
者
や
周
辺
地
域
社
会
に
及
ぼ
す
経
済
的
、
社

会
的
影
響
な
ど
を
事
前
に
予
測
・
評
価
し
、
関
連
す
る
整
備
事
業
や
個
別
的
、
集
団
的
な
生
活
再
建
措
置
な
ど
の
対
応
策
に
つ
い
て
も
予
測

関
係
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

(
計
画
)
、
評
価
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
、

紛
争
ア
セ
ス
メ
ン

ト
な
い
し
社
会
影
響
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
よ
り
積
極
的
に
、
公
共
施
設
建
設
計
画
そ
れ
自
体

が
、
こ
の
よ
う
な
広
義
の
地
域
整
備
開
発
計
画
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
公
共
性
が
担
保
さ
れ
る
と
す
る
芳
え
方
が
あ
り
う

る
で
あ
ろ
う
。
開
発
効
果
の
大
き
い
大
規
模
公
共
事
業
に
あ
っ
て
は
、
繰
返
し
機
会
あ
る
ご
と
に
主
張
す
る
よ
う
に
、
土
地
収
用
と
は
土
地

を
収
用
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
財
産
権
の
強
制
取
得
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
て
、
土
地
の
上
に
あ
る
生
活
を
変
え
、
地
域
の
経
済
的
・
社
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会
的
構
造
に
深
刻
か
つ
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
変
容
の
過
程
こ
そ
を
管
理
す
る
能
カ
を
も
っ
た
計
画
で
な
く
し
て
計

画
の
名
に
値
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
即
地
的
、
即
物
的
な
財
産
権
の
補
償
を
も
っ
て
事
足
れ
り
と
し
、
そ
の
余
の
事
を
地
元
の
住
民

や
地
方
公
共
団
体
の
後
始
末
に
一
切
を
ま
か
せ
て
、
当
然
生
ず
べ
き
社
会
的
費
用
を
内
部
化
し
な
い
計
画
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
き
施

設
の
立
地
と
同
様
に
合
理
性
を
も
つ
も
の
と
は
と
う
て
い
い
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
す
る
と
、
最
初
に
と
り
あ
げ
た

徳
山
ダ
ム
事
件
判
決
は
、
現
在
の
時
点
で
は
あ
る
い
は
や
む
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
の
、
水
特
法
が
と
く
に
「
事
業
の

実
施
に
伴
い
生
活
の
基
盤
を
失
う
こ
と
と
な
る
者
」
に
対
す
る
生
活
再
建
措
置
を
関
係
行
政
機
関
の
長
、

関
係
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
、

「
指
定
ダ
ム
等
を
建
設
す
る
者
及
び
整
備
事
業
を
実
施
す
る
者
」
の
責
務
と
し
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
芳
え
る
と
、
将
来
、
紛
争
ア
セ
ス
メ

ン
ト
な
い
し
社
会
影
響
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
欠
き
、
具
体
的
な
経
過
に
お
い
て
生
活
再
建
措
置
が
あ
ま
り
に
も
ズ
サ
ン
で
あ
る
と
い
う
場
合
に

は
、
単
な
る
「
行
政
措
置
」
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
済
ま
す
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
異
な
る
結
論
を
導
く
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
環
境
訴
訟
に
お
い
て
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
欠
く
公
共
施
設
の
建
設
が
差
止
め
ら
れ
て
い
る
の
と
全
く
同
様
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

「
生
活
の
基
盤
を
失
う
」
こ
と
が
「
回
復
困
難
な
損
害
」
に
あ
た
ら
な
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
典
型
的
場
合
の
一
つ
で
あ
る

公共施設周辺地域整備法について

と
す
ら
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
注
)
民
事
訴
訟
法
が
ご
専
円
で
あ
り
北
海
道
環
境
影
響
評
価
審
議
会
の
会
長
で
あ
る
小
山
先
生
に
献
呈
す
る
に
は
当
初
「
紛
争
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
が
適

当
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
の
、
何
分
研
究
不
足
で
制
度
の
簡
単
な
紹
介
と
問
題
点
の
指
摘
だ
け
に
終
っ
た
こ
と
は
日
頃
の
ご
学
恩
に
対
し
て
申
訳
な
い

次
第
で
あ
る
。
た
だ
、
公
共
施
設
周
辺
整
備
制
度
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
建
設
省
を
は
じ
め
各
種
の
民
間
研
究
機
関
(
と
く
に
紛
争
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研

究
所
)
に
お
け
る
調
査
研
究
が
進
展
し
て
い
る
ほ
か
、
日
弁
連
に
お
い
て
も
来
年
の
札
幌
に
お
け
る
大
会
の
テ
1
7
を
こ
れ
に
定
め
、
現
在
実
態
調
査

を
進
め
て
い
る
旨
灰
関
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
、
理
論
的
・
実
証
的
研
究
の
格
段
の
発
展
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

(
一
九
八

0
・一

0
・二
O
)
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Laws relating to the Surrounding Areas 

of Public Facilities 

Hiroya ENDO* 

Public projects of large scale (Airport， Highway， Power Plant 

and so on) have great advantages on the one hand， but， at the same 

time， cannot avoid bringing about serIous disadvantages especially 

to the surroundings areas on the other hand. So， in recent years， 

it is very difficult to promote public projects， facing with hard 

resistance of inhabitants living in surrounding areas and suffering 

environmental or economical disadvantages. Narita (New Tokyo In-

ternational Airport) case is very famous. To solve this problem， 

we have to broaden our perspective both in space and time. It is 

necessary to coordinate advantages and disadvantages of public 

projects， providing with measure for protection of surrounding 

areas， improving the quality of individual and community life in the 

areas， subsidizing programmes of local authority expenditure on 

additional services in necessary areas， and so on. Following this 

line， after 1965 already about ten laws relating to Airport Environs， 

Environs of Defence Force Faci1ities， Roadside Areas， Areas sur-

rounding Power Plant and so on， have been brought into the world. 
This article tries to analyze these legislative products and 

points out following problems which we have to tackle in the future. 

1. Public Facilities and Surrounding Areas. 

2. Public Interest by Acquisition of Land for Public Purpose. 

3. Recovery of Life Standard of Inhabitants and Damages 

caused by Operation of Public Facilitie日.

4. Coordinating System of Advantage and Disadvantage and 

Cost Probleme. 

5. Confticts Assessment. 

* Professor of the University oI Hokkaido 
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